
【Abstract】

Objectives: This study was to clarify the thought processes and structure involved in clinical judgment by mid-career 

nurses regarding patients with postoperative delirium and to derive suggestions for nursing practice. Methods: Semi-

structured interviews were conducted with 13 mid-career nurses working in acute care wards; transcribed interview 

contents were analyzed qualitatively using content analysis. Interview content was categorized chronologically before, 

during, and after care implementation according to the postoperative delirium care course, and relationships between 

categories were visualized. Results: 367 codes, 70 subcategories, and 20 categories were extracted. In categories before 

and during response, physical restraints, drug use, and requests for family cooperation were common. Relationships 

between categories indicated that before implementing care, mid-career nurses considered various methods based 

on assessment, trying to prioritize patient care. When confronted with a patient, however, nurses became upset and 

determined they had no choice but respond to the situation while ascertaining how to deal with the patient and perform 

their nursing duties. While nurses fulfilled their responsibility to the patient and learned from the experience, upon 

reflection they were left with concerns and regrets about their practice. Conclusions: Common thought processes involved 

in clinical judgments by the nurses regarding such patients included physical restraints, drug use, and family cooperation 

requests to place greater importance on patient safety considerations and risk avoidance. While nurses calmly made 

assessments before the response, they became upset when confronted with a patient and thought they must implement 

care in limited time regardless of circumstances. Although reflecting on their patient care implementation gave them 

confidence, findings suggest that nurses felt regret and therefore may have been unable to learn from that experience. For 

these nurses to improve their practice, they may need to objectively evaluate their clinical judgment, determine various 

assessment methods, and reflect on implementation of care chronologically.
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【要旨】

　本研究では，利き手と作業への影響を明らかにすることにより，左手利き者に対する，看護技術習得にお

ける教育的配慮に関する示唆を得ることを目的とした。検索エンジンは医中誌 Web，CiNii，Google Scholar

を使用し，｢ 右利き ｣，｢ 左利き ｣，｢ 作業 ｣，｢ 手 ｣ をキーワードに検索し，対象の利き手と非利き手または，

右手利き者と左手利き者の作業能率の比較を基準に 7 つの論文を選定した。文献は，道具を使用する作業や高

い操作性を求められる場合には，利き手の使用が有用であるというもの，左手利き者は非利き手での道具の使

用に関して順応性が高く，簡単な作業においては，両方の手を効率的に使用できるというもの，利き手の違い

による看護技術評価点への影響に関するものに分けられた。これらから，左手利き者に対する看護技術習得に

おける教育的配慮として，基本的に利き手で習得した方が上達すること，看護技術習得の状況を個別に確認し

た上で，慌てず確実な手技を身につけるように助言をすること，実施しやすい物品の配置や立ち位置の調整を

促すことが，左手利き者への看護技術習得支援につながる可能性が示唆された。

【キーワーズ】右利き，左利き，看護技術習得　

1.	序論

　看護基礎教育では，患者の人権への配慮や医療安

全確保のための取り組みの強化により，看護学生

が看護技術を実施できる機会が減少していること

や，学習した基礎看護技術と臨床現場で提供される

手技のギャップなどから，臨床実践能力の向上に向

けた教育の強化などが課題とされてきた ( 厚生労働

省，2003)。看護学生が特に困難を抱きやすい看護

技術は，導尿，血圧測定，静脈血採血など，細かな

手の操作を求められ，道具を使用する技術であるこ

とが明らかにされている ( 藤尾，藤谷，鈴木，他，

2015; 福島，津本，宮本，他，2014; 柿崎，松島，

秋庭，2020； 高橋，有田，蔵谷，他，2006)。しかし，

看護学生の利き手に関して明記されておらず，利き

手の違いによる看護技術習得への影響は明らかにさ

れていない。

　1970 年代に，アメリカとカナダの 5,147 人を対

象にした，利き手の調査 ( スタンレー・コレン，

1993) では，左手利き者は 10 代で 15%，50 代で 5%，

80 代では 1% に満たないことを明らかにしている。

若い世代になるほど，左手利きの人口が増加傾向に

ある背景には，プロ野球選手など左手利きスターの

活躍，ユニバーサルデザインの普及など，様々な要

因があると考えられている。日本でも利き手調査を

実施した結果 (Hatta, Kawakami，1994)，若い世代

において左手利き者が増加傾向にあった。これは第

二次世界大戦後の社会的態度の西洋化により，個性

が尊重される時代になったことが要因の一つと考え
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図 1 利き手と作業への影響に関する文献選定のフローチャート 
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キーワードが全く含まれていない
両方の手もしくは利き手の違いによる差の比較とは関係ない文献

られている。また，左手利き者の出現割合に関して

は，一般に 10% といわれており，人類進化の過程で，

なぜ右手利き者が増えたのか確実なことは明らかに

されていない ( 加藤，2021)。

　看護学生にも左手利き者がおり，右手利き者と共

に基礎看護技術の授業を受けている。筆者は，看護

技術の演習指導で，左手利きの学生が右手で実施し

ようとして，苦戦していたり，右手利きの学生が使

用していた物品の配置を，逆にして実施している場

面を目の当たりにした。また，日本で出版されてい

る看護技術テキスト ( 近藤，道又，露木，2018; 任，

2017) で提示されている画像や視聴覚教材は，全て

右手利き者が実演している。このことにより，左手

利き者は，自分の利き手とは異なる手で実演された

技術を捉える必要がある。そこで本研究では，利き

手と作業への影響を文献検討により明らかにし，左

手利き者に対する，看護技術習得に必要な教育的配

慮に関する示唆を得ることを目的とした。

2.	研究方法

2.1	用語の定義

　看護技術習得の過程は，三段階に分けられる。第

一段階は，模倣から形の習得をすることであり，第

二段階はその人なりのやり方が身につき，対象がど

のような状態であっても，どのような道具を使って

も同じ結果・成果が得られるレベルである。さらに

第三段階は本質に近づき，極めていく段階とされて

いる ( 川島，2010)。本研究における「看護技術習得」

とは，初学者を想定し，｢ 摸倣から形の習得をする」

段階とした。

2.2	データ収集と分析方法

　検索エンジンは，看護医療分野において，左手利

き者の技術習得に関する知見を調べるために医中誌

Web を使用し，医療以外の分野で技術習得に関する

知見を調べるために CiNii を使用した。また，より

多くの分野での知見を得るため，補完的に Google 

Scholar も使用した。キーワードと検索式は，｢ 右

利き ｣ and ｢左利き ｣ and ｢作業 ｣and｢手 ｣で検索し，

選択基準は対象の利き手と非利き手または，右手利

き者と左手利き者の手の作業を比較していることと

し，手の作業の能率に関係の無いものは除外した。

利き手の違いと作業能率への影響に関する文献は，

非常に数が少なかったため，2022 年 7 月までに発

表された全年の原著論文を対象とした。

　次に得られた文献を精読し，内容を整理するため

に，著者 ( 年 )，研究分野，研究対象，研究目的，

研究方法，結果の概要の項目でまとめた。さらにそ

れぞれの文献の中で，利き手と作業への影響を明ら

かにするために，利き手と非利き手において，作業

能率の違いに関する内容の類似性に従って分類し

た。その上で，左手利き者に対する，看護技術習得

に必要な教育的配慮を考察した。

2.3	倫理的配慮

　本研究は，匿名加工情報のみを用いた研究であ

り，著作権の侵害がないように配慮した。

3.	結果　　

3.1	文献検索の結果

　最初に抽出された文献は 550 件であった。対象の

利き手と非利き手または，右手利き者と左手利き者

の，手の作業を比較していることを基準とし，そ

れらに言及していない 526 件を除外した。次に使

用する手と作業能率とは関係が無かった 12 件，重

複文献 4 件を除外し，最終的に 7 件とした ( 図 1)。

1971 年に発表された文献が最も古く，半数を 2000

年から 2015 年の文献が占めていた。研究対象は 18

歳から 22 歳の学生が 6 件，19 歳から 44 歳が 1 件，

大学教員が 1 件であり，全て成人を対象としてい

た。また,右手利き者のみを対象とした文献が2件，

右手利き者と左手利き者を対象とした文献が 5 件で

あった。研究分野別にみると，看護学 1 件，人間健

康学 2 件，人間工学 2 件，システム工学 1 件，発達

科学 1 件であった。
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3.2	文献の概要

　利き手と作業への影響に関連した，7 文献の概要

を表 1 に示す。研究目的を概観すると，右手利き者

を対象に，利き手と非利き手での作業能率を比較し

た文献 (No.1，2)，右手利き者と左手利き者を対象

に，作業時の特性を比較した文献 (No.3，4，5，6，7)

に分けられた。文献 (No.1，2) は，操作性の高い課

題と低い課題を，利き手または非利き手で実施して

もらい，その達成度を比較した文献 (No.1)，箸を

用いた単純な積み上げ課題，箸を用いた操作性の高

い課題，箸を用いない BPO(body-parts-as-object)

課題を設定し，機能的左右非対称性が大きくなるか

を検討した文献 (No.2) であった。文献 (No.3，4，5，

6，7) は，アンケートで使用する手の頻度に関す

る調査を実施し，その傾向を比較した文献 (No.3)，

看護学生を対象に沐浴を実施してもらい，利き手の

違いによって技術評価点に差が生じるかを比較した

文献 (No.4)，ピンボードに両手で，ピンを一本ず

つ差し込む作業時間を比較した文献 (No.5)，ジャ

ガイモを調理する課題を設定し，そのパフォーマ

ンスや，心理的な差異について明らかにした文献

(No.6)，右手利き用の道具と左手利き用の道具を，

利き手または非利き手で使用した時の筋電図，作業

時間，主観評価を比較した文献 (No.7) であった。

3.3	利き手と作業能率への影響

3.3.1	道具の使用や高い操作性を求められる場合の

利き手の有用性

　操作性の異なる課題を，利き手または非利き手で

実施した場合の，達成度を比較したものは 3 文献で

図 1　利き手と作業への影響に関する文献選定のフローチャート
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あった (No.1，2，3)。橘 (2011) が実施した実験で

は，箸を使う高い操作性を求められる課題ほど，利

き手と非利き手の作業能率の差が大きく，第 2 指と

第 3 指で箸を表現し，箸を使用せずに課題を実施し

た時は，ほとんど差はみられないことを報告してい

た。さらに橘 (2015) が実施した実験では，箸を使

用せず第 2 指と第 3 指で箸を表現して課題を実施し

た時は，利き手の方が非利き手よりも作業能率が高

かったが，箸を使用した時には，より利き手の方が

非利き手よりも作業能率が高かった。万井，谷口，

伊藤，他 (1971) が実施した実験においても，押し

ボタンやレバー，回転動作や狙準動作など，種目別

に左右の手で作業を比較した結果，器用さを要しな

い比較的単純な動作は，利き手と非利き手の差が小

さく，巧緻性を要するものほどその差は大きくなる

ことを報告していた。

　以上のように，道具の使用が必要であり，求めら

れる操作性が高ければ高いほど，利き手の方が作業

能率は良いという報告がみられた。

3.3.2	非利き手の操作性の特徴

　右手利き者と左手利き者で，左右の手の操作性に

関して，比較していたものは 3 文献であった (No.5，

6，7)。亀田 (2000) が実施した実験では，両手で同

時に行う作業に関して，左手利き者の作業完了まで

の時間は，右手利き者よりも短い傾向にあることを

報告していた。今村，城 (2001) が実施した実験で

は，左手利き者は正面にあるものに対して右手を使

用し，右側へ移動させたり，右手で蛇口を捻りなが

ら左手でスポンジをつかむ動作をしたり，左右の手

を効率的に使用することを報告していた。申，芳賀

(2001) が実施した実験では，左手利き者は日常生

活の中で右手を使用する機会が多いため，非利き手

で道具を操作する順応性は，右手利き者よりも高い

ことを報告していた。

　以上のように，左手利き者は非利き手での作業に

おいて，右手利き者より順応性が高いこと，簡単な

作業において左手利き者の方が，両手を効率的に使

用できるという報告がみられた。

3.3.3	利き手の違いによる看護技術評価点への影響

　右手利き者と左手利き者の看護技術試験におい

て，評価点数の差を比較したものは 1 文献であった

(No.4)。二村，小林，川出 (1998) が実施した調査

では，利き手の違いによって，沐浴技術の項目ごと

の評価点と沐浴時間に有意差はないが，総合点では

右手利き群の方が，有意に高い点数であることを報

告していた。

4.	考察

　看護医療の分野において，利き手の違いによる看

護技術習得への影響に関する文献は 1 件と少なかっ

た。八田 (2022) は ｢ 生活の仕組みや身のまわりの

道具などは，どうしても多数派の右利き向けになっ

てしまうこともあって，昔は左利きでも幼いうちに

右利きに矯正されるケースが多々あったが，現在で

はそのケースは減少し，左利きの人の数は増加傾向

にある ｣(p.10) と述べている。よって利き手の違い

は，看護技術習得に影響があるのか，実際にどのよ

うに看護技術を習得しているのか，その実態を調査

し必要な教育的配慮を明らかにしていく必要がある

と考える。

　本研究では，道具の使用や高い操作性を求められ

る場合には，利き手の使用が有用であるということ

が明らかとなった。看護学生が特に困難を抱きやす

い看護技術は導尿，血圧測定，静脈血採血 ( 藤尾，

藤谷，鈴木，他，2015； 福島，津本，宮本，他，

2014； 柿崎，松島，秋庭，2020； 高橋，有田，蔵谷，

他，2006) であることが明らかにされており，道具

の使用や高い操作性を求められるものである。よっ

て特にこれらの看護技術に関しては，利き手を優先

して使用するように看護技術習得の促しが重要で

ある。一方，橘 (2011) は操作性が低いものであれ

ば，利き手と非利き手では作業能率に差はないこと

（No.1），申，芳賀 (2001) は，非利き手での作業に

対する順応性に関して，左手利き者は右手利き者よ

－ 4－
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あった (No.1，2，3)。橘 (2011) が実施した実験で

は，箸を使う高い操作性を求められる課題ほど，利

き手と非利き手の作業能率の差が大きく，第 2 指と

第 3 指で箸を表現し，箸を使用せずに課題を実施し

た時は，ほとんど差はみられないことを報告してい

た。さらに橘 (2015) が実施した実験では，箸を使

用せず第 2 指と第 3 指で箸を表現して課題を実施し

た時は，利き手の方が非利き手よりも作業能率が高

かったが，箸を使用した時には，より利き手の方が

非利き手よりも作業能率が高かった。万井，谷口，

伊藤，他 (1971) が実施した実験においても，押し

ボタンやレバー，回転動作や狙準動作など，種目別

に左右の手で作業を比較した結果，器用さを要しな

い比較的単純な動作は，利き手と非利き手の差が小

さく，巧緻性を要するものほどその差は大きくなる

ことを報告していた。

　以上のように，道具の使用が必要であり，求めら

れる操作性が高ければ高いほど，利き手の方が作業

能率は良いという報告がみられた。

3.3.2	非利き手の操作性の特徴

　右手利き者と左手利き者で，左右の手の操作性に

関して，比較していたものは 3 文献であった (No.5，

6，7)。亀田 (2000) が実施した実験では，両手で同

時に行う作業に関して，左手利き者の作業完了まで

の時間は，右手利き者よりも短い傾向にあることを

報告していた。今村，城 (2001) が実施した実験で

は，左手利き者は正面にあるものに対して右手を使

用し，右側へ移動させたり，右手で蛇口を捻りなが

ら左手でスポンジをつかむ動作をしたり，左右の手

を効率的に使用することを報告していた。申，芳賀

(2001) が実施した実験では，左手利き者は日常生

活の中で右手を使用する機会が多いため，非利き手

で道具を操作する順応性は，右手利き者よりも高い

ことを報告していた。

　以上のように，左手利き者は非利き手での作業に

おいて，右手利き者より順応性が高いこと，簡単な

作業において左手利き者の方が，両手を効率的に使

用できるという報告がみられた。

3.3.3	利き手の違いによる看護技術評価点への影響

　右手利き者と左手利き者の看護技術試験におい

て，評価点数の差を比較したものは 1 文献であった

(No.4)。二村，小林，川出 (1998) が実施した調査

では，利き手の違いによって，沐浴技術の項目ごと

の評価点と沐浴時間に有意差はないが，総合点では

右手利き群の方が，有意に高い点数であることを報

告していた。

4.	考察

　看護医療の分野において，利き手の違いによる看

護技術習得への影響に関する文献は 1 件と少なかっ

た。八田 (2022) は ｢ 生活の仕組みや身のまわりの

道具などは，どうしても多数派の右利き向けになっ

てしまうこともあって，昔は左利きでも幼いうちに

右利きに矯正されるケースが多々あったが，現在で

はそのケースは減少し，左利きの人の数は増加傾向

にある ｣(p.10) と述べている。よって利き手の違い

は，看護技術習得に影響があるのか，実際にどのよ

うに看護技術を習得しているのか，その実態を調査

し必要な教育的配慮を明らかにしていく必要がある

と考える。

　本研究では，道具の使用や高い操作性を求められ

る場合には，利き手の使用が有用であるということ

が明らかとなった。看護学生が特に困難を抱きやす

い看護技術は導尿，血圧測定，静脈血採血 ( 藤尾，

藤谷，鈴木，他，2015； 福島，津本，宮本，他，

2014； 柿崎，松島，秋庭，2020； 高橋，有田，蔵谷，

他，2006) であることが明らかにされており，道具

の使用や高い操作性を求められるものである。よっ

て特にこれらの看護技術に関しては，利き手を優先

して使用するように看護技術習得の促しが重要で

ある。一方，橘 (2011) は操作性が低いものであれ

ば，利き手と非利き手では作業能率に差はないこと

（No.1），申，芳賀 (2001) は，非利き手での作業に

対する順応性に関して，左手利き者は右手利き者よ

－ 4－
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1
 

利
き

手
と

作
業

へ
の

影
響

に
関

す
る

文
献

 

N
o
．

 
著

者
(
年

)
 

研
究

分
野

 
研
究

対
象

 
研

究
目

的
 

研
究

方
法

 
結
果

の
概

要
 

1 
橘

(2
01
1
) 

人
間

健
康

学
 

 

右
手

利
き
 

(
大

学
生

) 

操
作

性
の

難
易

度
が

高

い
ほ

ど
機

能
的

左
右

非

対
称

性
が

大
き

く
な

る

の
か

を
明

ら
か

に
す

る
。
 

1
6
㎜
・
1
0
㎜
・
8
㎜
・
5
㎜
の

ダ
イ
ス

(表
面

に
数

字
が

刻
ま
れ
た

多
面

体
)
の

積
み

上
げ
を

30
秒

以
内

に
箸

で
行

っ
た
。
5
㎜

の
ダ

イ
ス

で
は
他
に

1
の

目
を

上
に

し
て

1
1
㎝

の
塗
り

箸
で

ダ
イ

ス
の
積
み

上
げ
(
1
の

目
課
題

)を
行

っ
た
。

第
2
指

・
第

3
指

で
箸

自
体

を
表

現
し
指
で

ダ
イ

ス
を

積
み
上
げ

(B
PO

課
題
)

は
5
㎜

の
ダ

イ
ス
を
使

用
す

る
。
計

6
課
題

を
左

右
各

々
の
手
で

実
施

し
ダ

イ

ス
の

積
み
上

げ
個
数
を

比
較

し
た

。
 

ど
ち

ら
の
手

で
も
，
ダ

イ
ス

が
小

さ
く
な
る

ほ
ど

積
み

上
げ
個
数

は
少

な
く

な
り
左
右

の
差

は

顕
著

に
な
っ

た
。
5
㎜

の
ダ

イ
ス

が
最
も
積

み
上

げ
個

数
が
少
な

く
左

右
差

が
大
き
く

な
っ

た

が
，
同

じ
5
㎜
ダ

イ
ス

で
も

1
の

目
を
上
に

し
て

積
み

上
げ
る
課

題
で

は
，
単
純

積
み

上
げ

課

題
よ

り
個
数

が
少
な
く

左
右

差
も

よ
り
顕
著

だ
っ

た
。
だ

が
BP
O
の

み
5
mm

の
ダ

イ
ス
を

積
み

上
げ

た
に
も

関
わ
ら
ず

左
右

差
が

見
ら
れ
な

か
っ

た
。
 

2 
橘

(2
01
5
) 

人
間

健
康

学
 

右
手

利
き
 

(
大

学
生

) 

操
作

性
が

高
い

課
題

と

低
い

課
題

に
お

い
て

利

き
手

と
非

利
き

手
で

の

操
作

性
の

違
い

に
つ

い

て
明

ら
か
に

す
る
。
 

穴
の

開
い
た

ペ
グ
ボ
ー

ド
に

棒
状

の
ペ
グ
を

差
し

込
む
。
左

右
各
々

の
手

で
4
0

秒
間

に
赤

と
青

が
交

互
に

な
る

よ
う

に
外

側
か

ら
内

側
に

渦
巻

き
状

に
差

し

込
ん

だ
。
ま

た
，
操
作

性
の

高
い

課
題
は
，
割

り
箸
を

使
用
し
て

ペ
グ

を
差

し

込
ん

だ
。
操

作
性
の
低

い
課

題
(B
PO

課
題
)は

，
第

2
指
，

第
3
指

で
箸

を
表

現
し

2
本
の

指
で
ペ
グ

を
差

し
込

み
挿
入
本

数
の

比
較
を

し
た
。

 

道
具

使
用
課

題
で
は
非

利
き

手
で

の
ペ
グ
挿

入
本

数
は

利
き
手
よ

り
も

少
な

く
，
有
意

な
差

が

み
ら

れ
た
。

BP
O
課
題

に
お

い
て

も
右
手
が

有
意

だ
っ

た
が
，
道

具
使

用
課

題
ほ
ど
の

左
右

差

は
み

ら
れ
な

か
っ
た
。

 

3 
万

井
ら
(
19
7
1)
 

人
間

工
学
 

右
手

利
き
 

左
手

利
き
 

(
大

学
教

員
) 

右
手

利
き

，
左

手
利

き

の
作

業
時

の
特

性
の

違

い
を

明
ら
か

に
す
る
。

 

実
験

1
で

は
利
き

手
と

利
き

足
を

含
ん
だ
項

目
別

頻
度

表
に
よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト

調
査

を
し
，
実
験

2
で

は
手

と
足

の
作
業
能

力
を

種
目

別
に
左
右

で
測

定
し

違

い
を

比
較
検

討
し
た
。

 

左
右

差
は
左

手
利
き
よ

り
右

手
利

き
の
方
が

大
き

か
っ

た
。
右
側

編
重

傾
向

の
大
き
な

動
作

に

は
2
種

類
あ

り
，
第

1
は

矯
正

の
対
象

と
な
り

や
す

い
も

の
で
，
第

2
は

取
り

扱
う
機
器

の
構

造
が

右
で
操

作
す
る
こ

と
を

強
制

し
て
い
る

も
の

で
あ

っ
た
。
比

較
的

単
純

な
動
作
の

左
右

能

力
差

は
小
さ

く
，
巧
緻

性
を

要
す

る
も
の
ほ

ど
そ

の
差

は
大
き
く

な
っ

た
。
 

4 
二

村
ら
(
19
9
8)
 

看
護

学
 

右
手

利
き
 

左
手

利
き
 

(
看

護
学

生
) 

利
き

手
の

違
い

が
沐

浴

技
術

評
価

点
に

影
響

し

て
い

る
か

を
明

ら
か

に

す
る

。
 

人
形

を
用
い

て
2
0
分
間

沐
浴

を
実

施
し
母
性

看
護

担
当

教
員

4
名

で
評

価
し

た
。

4
名

の
評
価

が
不

一
致

の
場

合
に
は
撮

影
し

て
い

た
ビ
デ
オ

を
再

現
し

，

評
価

，
解
釈

の
確
認
を

行
い

得
点

の
比
較
を

し
た

。
 

沐
浴

実
習

評
価

基
準

の
区

分
｢
準

備
｣
｢
実

施
｣
｢
終

了
後

｣
｢
総

合
点

｣
の

い
ず

れ
に

お
い

て
も

右

手
利

き
群
が

左
手
利
き

群
よ

り
高

い
得
点
と

な
っ

て
い

た
が
，
有

意
差

は
無

か
っ
た
。
沐

浴
時

間
も

，
右

手
利
き

群
の

方
が

短
時

間
で
終
了

し
て

い
る

が
，
左
手

利
き

群
と

の
有
意
差

は
無

か

っ
た

。
だ
が

総
合
点
で

は
右

手
利

き
群
の
方

が
左

手
利

き
群
よ
り

も
有

意
に

高
か
っ
た

。
 

5 
亀

田
(2
0
00
) 

シ
ス

テ
ム

工
学
 

右
手

利
き
 

左
手

利
き
 

(
大

学
生

) 

作
業

者
の

利
き

腕
に

よ

っ
て

最
適

な
作

業
配

置

の
設

定
を

明
ら

か
に

す

る
。
 

座
位

姿
勢
の

ま
ま
両
手

で
ピ

ン
を

一
本
ず
つ

と
り

，
ピ

ン
ボ
ー
ド

の
30

カ
所

の
穴

に
差
し

込
む
両
手

の
同

時
動

作
を
行
っ

た
。
こ

れ
を

5
回
測

定
し

た
。
利

き
手

，
ピ
ン

の
置
か
れ

る
方

向
，
ピ

ン
の
置

か
れ

る
状

態
，
ピ
ン

の
置

か
れ

る

距
離

と
ピ
ン

ボ
ー
ド
作

業
の

作
業

時
間
を
多

元
配

置
で

分
析
し
た

。
 

右
手

利
き
に

比
べ
て
左

手
利

き
の

方
が
全
般

的
に

作
業

に
要
し
た

時
間

は
短

か
っ
た
。

 

6 
今

村
ら
(
20
0
1)
 

発
達

科
学
 

右
手

利
き
 

左
手

利
き
 

(
大

学
生

) 

配
置

の
異

な
る

台
所

で

の
作

業
に

お
い

て
，

パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
差

や

心
理

的
な

差
異

を
明

ら

か
に

す
る
。
 

実
験

Ⅰ
 
全

員
右
手
利

き
用

の
包

丁
を
使
用

し
，
作

業
課
題

に
書

か
れ

た
指

示

書
を

見
な
が

ら
流
し
→

調
理

台
→

レ
ン
ジ
，
レ

ン
ジ

→
調
理

台
→

流
し

で
配

置

し
，
1
人

に
つ

き
2
回

ず
つ

交
互

に
行
い
計

4
回

行
っ
た

。
4
回

の
作

業
終

了

後
，
参

加
者

に
質
問
を

し
，
回
答

し
て
も
ら

っ
た

。
実

験
Ⅱ
 
調

理
台

の
配

置

を
実

験
Ⅰ
と

同
様
に
配

置
し
，
片

方
の

食
器

入
れ

に
あ

ら
か
じ
め

入
れ

て
あ

る

2
枚

の
皿

を
洗
剤

に
つ

け
た

ス
ポ

ン
ジ
で

1
枚

ず
つ

洗
い
，

1
枚
ず

つ
す

す
い

で
別

の
食
器

入
れ
に
入

れ
た

。
1
人

に
つ
き

2
回

ず
つ
交

互
に
行

い
計

4
回
行

っ
た

。
4
回

の
作

業
終
了

後
，

参
加

者
に
質
問

を
し

た
。
 

実
験

Ⅰ
 
左

手
利
き
は

右
手

利
き

に
比
べ
，
自
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りも順応性が高いこと（No.7），立屋敷，杉田，今

泉 (2005) は，非利き手でも時間をかけてトレーニ

ングを重ねると，上達は可能であることを報告して

いた。これらのことから左手利き者は操作性の低い

看護技術であれば，非利き手で習得しても支障はな

いと推測される。しかし，手を矯正することの影響

に関して Rumjahn（1990) は，利き手を矯正された

者は作業能率が高くないこと，また，手の協応動作

に関して立屋敷，鈴木，宮下，他ら (2006) は，非

利き手を優先して使用すると両手を上手く使えない

ことを報告していた。これらのことから，左手利き

者は非利き手での作業に関して順応性が高いとは言

え，基本的に利き手で看護技術を習得することが望

ましいと考える。

　看護技術を模倣するにあたって，左手利き者は

右手利き者の実演を見て左右を反転させる必要が

ある。しかし，Jones，Anuza（1982) は，幾何学図

形を提示してその図形を頭の中でイメージ回転さ

せ，別の角度から描いた図形と異同判断を求めるメ

ンタルローテーション課題に関して，左手利き者の

方が劣ることを報告していた。このことから実演後

に，左手利き者へもう一度再現してほしい部分は無

いか確認し，関わる必要があると考える。また，利

き手の違いによる作業上達の傾向に関して Gunita，

Viktorija，Juris，et al.(2010) は心理生理学的側

面から，右手利き者は時間に比例して上達してゆく

が，左手利き者は時間が経過しても良くなったり悪

くなったり，安定しにくい傾向にあることを報告し

ていた。よって，左手利き者は，看護技術の習得度

や達成感が右手利き者に比べて低くなる可能性があ

る。加藤 (2021) は，左手利き者は周囲と利き手が

違うことで，自分の動作に気を配りすぎて，動作の

処理スピードが数倍遅れ，できること，できないこ

とが極端になり，やることにムラや集中力の波が出

ると述べている。そのため，教える側は，左手利

き者の看護技術習得の状況を確認し，慌てずに確

実な手技を身につけられるように助言する必要が

あると考える。左手利き者の手の作業の特性に関

して今村，城 (2001) は，両方の手を効率的使うこ

とが可能である代わりに交差動作が多く，左から右

への動きを好み，右手利き者は逆の動きを好むこと

を報告していた（No.6）。このことから左手利き者

には，物品配置や立つ位置に関して，右手利き者と

同じように実施するのではなく，まずは自分が実施

しやすいように，配置の調整や工夫をすることを説

明する必要があると考える。利き手の違いによる看

護技術試験の得点への影響に関して，二村，小林，

川出 (1998) は，沐浴の各項目の点数では明らかな

差はないが，全体では右手利き者の方が高得点か

つ短時間であることを報告していた（No.4）。一方

で Pasinlioglu（2003) は，左手利きの看護学生の

方が，看護技術の平均点が高いということを明らか

にしている。よって，利き手の違いによる看護技術

習得への影響を明らかにする場合には，チェックリ

ストによる得点の比較だけでは，十分ではないこと

が推測される。運動学的にも，適切な実践に至るま

でに，学生自身の器用さ，体格などの個別性および

知性・自信・態度などの認知領域や情意領域など，

様々な要因が影響していると考えられている ( 古

川，2009)。

　今回の文献検討により，左手利き者に対する，看

護技術習得に必要な教育的配慮として，基本的に利

き手で習得した方が上達することや，看護技術習得

の状況を個別に確認した上で，慌てず確実な手技を

身につけられるように助言をすること，実施しやす

いように，物品の配置や立つ位置の調整を促すこと

が必要であると考える。また，利き手の違いによる

看護技術習得への影響は，チェックリストの得点だ

けでは判断しにくい。そのため，今後は，左手利き

者が看護技術習得において，どのような体験を経て

習得しているのかを明らかにし，利き手の違いが看

護技術習得に与える影響と支援について，探求して

いくことの必要性が示唆された。

利益相反

　本研究における利益相反はない。
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